
価値創造を支える6つの資本東海理化の価値創造

価値創造を支える6つの資本
経営資本は社会からの要請・課題に応えるための土台になります。東海理化グループは価値創造プロセスを繰り返し

経営資本を充実させるサイクルを繰り返すことにより、社会の持続可能性と企業の持続可能性の両立を図っていきます。

長期成長ストーリー データガバナンス戦略の進捗と成果東海理化の価値創造

財務資本

コロナ以降の売上の回復、インフレコストの価格転嫁により、

稼ぐ力は確実に向上しています。

2023年度の営業利益は、品質費用の影響を除けば実質的に

過去最高水準の収益を確保することができました。

2024年度は成長戦略や人的投資など先行投資負担があるも

のの営業利益は前年度に対し増益を予想しています。

事業戦略と資本戦略により、さらなる企業価値向上に取り組ん

でいきます。

8.3%ROE

2023年実績

製造資本

受注活動に対応する生産体制の整備として、トヨタを中心とし

た拡販への対応として東海理化トウホク、スズキへの拡販に対

応するインド北部拠点、Fordなど、北米OEMへの拡販に対す

るメキシコ拠点の3次拡張が本年度完了する予定です。
10カ所拠点

235億円設備投資額

2023年実績

知的資本

毎年売上高の5～6%の研究開発費を投入しています。

研究開発は5年から10年先の成長のために不可欠であり、ここ

数年は成長分野であるデジタルキー事業、新規事業のような

B to Cビジネスの研究開発費が増加し続けています。

また、B to Cビジネスの拡大に伴い個人情報、知的財産を含む

機密管理の保護にも力を入れており、2023年5月には情報セキュ

リティマネジメントシステム（ISMS）国際規格「 ISO27001」認証

を取得しました。

305億円研究開発費

288億円営業利益

2,489億円株主資本

2,530件特許保有件数

毎年売上高の5～6%の
研究開発費を投入

2023年実績

国内

単独

24カ所海外

人的資本

東海理化の成長戦略を実現するためには、成長戦略実現の

基盤となる事業戦略と、それに連動する人事戦略を推進して

いくことがカギと捉え、コーポレート機能の強化を加速して

いきます。

社員を会社の大切な財産、“資本”と捉え、持続的にその価値を

高めるため、人事基本方針に３つの柱を掲げました。

6,061名
連結

連結

20,247名
社員

単独 11,000円一人当たり
研修費用

2023年実績

社会関係資本

マルチステークホルダーと対話を重ね、信頼関係を積み重ねて

います。

2021年に「SDGs経営」をトップより宣言したように、事業に

よる社会課題解決を積極的に推進していくためにはマルチ

ステークホルダーは不可欠であると考え、仕入先さまとは年に

1回の仕入先説明会とは別に個別に訪問を実施し、機関投資

家・アナリストとの対話を増やし、工場近隣住民とは年に1回

地域懇談会を開催し、自治体全体の要望を聞き取る会合も

開催しています。

1,332社仕入先さま数

75回機関投資家・
アナリストとの対話

2023年実績

自然資本

2050年カーボンニュートラル実現のプロセスとして、「カーボン

ニュートラル戦略2030」の目標を設定し、その達成に向けて、

生産、製品、調達の各領域で活動を順調に進めています。

2030年以降、さらなる低減を推し進めていくために、現在使って

いる材料、工法含めた設計を、従前のやりかたに縛られず、

革新的に変えるチャレンジを進めていきます。

114万GJエネルギー
使用量

単独 23,282t原材料
投入量

連結 909千㎥取水量

設計を革新的に変えるチャレンジ

2023年実績

P33-36 P37-42

P45-48

マルチステークホルダーとの
対話の実施

コーポレート機能の強化

拡販に伴う
新会社設立・工場拡販
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